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実践研究報告書要旨 
 
理科の探究の過程を通じた資質・能力の育成 
―仮説実験授業の理論を援用した実践― 
 
中田 ゆうり （授業実践探究コース） 
 
Ⅰ．研究背景・目的 
 理科において，「探究の過程」を通した学習活動を行い，資質・能力を育成する指導が求められている。
「探究の過程」は，「課題の把握」「課題の探究」「課題の解決」で構成されており，本研究では，これら
の活動において必要とされている資質・能力を，育成すべき資質・能力ととらえた。 
 しかし，濱保（2014）は，探究学習における意識調査の結果の考察において，生徒は実験内容を実験
結果に比べて重視していない旨を述べている。また，平成 30 年度佐賀県小・中学校学習状況調査[12 月
調査]結果報告では，「既有の知識や与えられた情報を基に，実験の結果を推定すること」と「実験を構
想すること」に課題があると指摘している。 
 本研究では，「探究の過程」において必要とされる資質・能力を具体的に把握するために，「探究の過
程において必要とされる資質・能力の育成につながる中学校理科の授業改善 －「アクティブ・ラーニ
ング」の視点からの指導と評価の工夫－」に記載されている表を参考にした。この表によると，「課題の
探究」において必要とされる資質・能力に，「見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力」と「仮説を
確かめるための観察・実験の計画を立案する力」がある。つまり，「探究の過程」の中でも特に「課題の
探究」において必要とされる資質・能力に課題があるといえる。 
 そこで，この課題を解決するために，仮説実験授業の理論に着目し，生徒の実態と研究の課題に則し
て授業開発を行うことにした。よって，本研究の目的は，仮説実験授業の理論を援用した実践を行い，
特に「仮説」に重点をおくことで，「課題の探究」における資質・能力を育成することとした。 
 
Ⅱ．仮説実験授業 
 仮説実験授業とは，板倉聖宜が提唱した，「科学上のもっとも基礎的一般的な概念・法則を教えて，科
学とはどのようなものかということを体験させることを目的とした授業理論」（板倉，1971）である。
この授業理論にもとづく授業では，問題・予想・討論（仮説）・実験が授業の中心におかれる。仮説実験
授業では，ほとんどの場合において行う実験内容があらかじめ決まっており，その実験結果の予想は選
択になっている。 
 仮説実験授業における生徒の活動は，まず実験の予想について仮説を立て，次に仮説について討論を
行い，最後に実験により検証するという流れになっている。「課題の探究」における学習活動の例のなか
にこれらの活動が含まれている。よって，仮説実験授業を取り入れることで，「探究の過程」を通じた学
習活動が実現できると考えた。 
 
Ⅲ．授業開発 
 仮説実験授業の理論を援用して授業開発を行うにあたって，仮説実験授業と本研究における実践の相
違点は以下の３つである。 
①予想・仮説は自由に記述 
②生徒が実験を構想 
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③仮説を２種類に区別 
（１）相違点①，②について 
仮説実験授業では，行う実験内容があらかじめ決まっており，実験結果の予想が選択になっている。
しかし，「実験を構想する力」の育成が本研究の目的でもあるため，実験を構想する活動も生徒が行うべ
きであると考えた。加えて，実験内容は予想の根拠となる仮説にもとづいているため，予想・仮説は生
徒が納得し，検証したいと思う内容であるべきだと考える。そこで，本研究における実践では実験の構
想を授業に取り入れるとともに，事象に対する予想・仮説は自由に記述するようにした。 
（２）相違点③について 
本研究では，仮説を「素朴概念を基にした仮説」と「科学的概念を基にした仮説」の２つに分類した。
岡崎（2018）の捉え方を参考にすると，素朴概念は，「日常経験から基づく直観的なものであり，科学
的には間違っていると捉えられる」。科学的概念は，「科学的には正しいものの，知識や考え方の模倣で
あり，基礎的凡用的に，科学概念より低次の概念として捉えられる」。 
素朴概念は，直観的なものなので「素朴概念を基にした仮説」を立てた際には，討論は行わない。「科
学的概念を基にした仮説」を立てた場合には，根拠とした科学的概念が正しくても予想が間違っている
場合もあるので，討論を十分に行うことにした。このように，仮説の根拠の違いにより授業を分ける必
要性を感じたため，仮説自体を２つに区別し，それぞれにおける授業を授業 A，授業 B として単元の中
で組み合わせて実践を行った。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：本研究における授業開発 
 
Ⅳ．授業の実践 
１．単元の流れ 
 第３学年の３クラスにおいて，単元１「運動とエネルギー」の単元で実践を行った。単元１は１～６
節で構成されているが，本研究では１～４節を行った。（図２，図３） 
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図２：本研究における単元の流れ      図３：本研究における授業の構成 
 
２．授業の内容 
（１）授業 A：「運動エネルギー」 
  この授業は，「実験内容の構想」と「実験の実施」に重点をおいている。授業 A の流れは，「①事象
の提示 → ②疑問 → ③仮説 → ④実験計画の立案 → ⑤実験」である。それぞれにおける生
徒の具体的な活動は以下の通りである。 
 
①「エネルギー」「運動エネルギー」の定義を知る 
②教師の発問「運動するすべての物体が持つエネルギーの大きさは等しいのか」 
→生徒の回答「等しくない」 
③運動エネルギーの大きさは何によって決まるのか仮説を立てる（素朴概念） 
④エネルギーの大きさを比較するための実験内容を構想する 
⑤実験を行う 
 
（２）授業 B：「動滑車を４つ用いた場合の力と距離の関係」 
この授業は，「仮説」と「討論」に重点を置いた授業である。これまで学習した内容をもとに，与えら
れた「問題」について仮説をたて，討論を行う。授業の流れは「①事象の提示 →②疑問 → ③問題 
→ ④仮説 → ⑤討論」となっている。それぞれの活動における具体的な生徒の活動を以下に示す。 
 
①これまでの学習内容の復習（「仕事の原理」，「動滑車の仕組み」） 
②教師の発問「動滑車を複数用いた場合の力と距離の関係はどのようになるのだろうか」→生徒の回
答「変化する」「同じ」 
③「問題」の把握「動滑車を４つ用いた場合の力と距離の関係はどのようになるだろうか」 
（図１参照） 
④「問題」について仮説を立てる（科学的概念） 
⑤立てた仮説を基に討論を行う 
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図３：動滑車を４つ用いた場合 
 
Ⅴ．研究の分析・考察 
１．「仮説を設定する力」の育成について 
生徒のワークシートの記述（図２）をもとに分析から，単元の前半と後半の生徒の記述を比較すると，
後半の方が文章で記述している生徒が増加していた。予想や仮説を自由に記述することで，自身の考え
を文章で表現する力をつけるとともに，根拠をもとに事象に対する疑問から仮説を設定する力の向上が
見られたと考える。 
 また，アンケート結果（表１）より，「仮説」に対する肯定的な意見の割合が高いことから，今後もこ
のような活動を続けていくことで，「仮説を設定する力」を育成できると考える。 
 
 
（図３：生徒のワークシートの記述） 
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１組 ２組 ３組 全体 
質問① 26/31 (83.9%) 26/28 (92.9%) 31/33 (93.9%) 83/92 (90.2%) 
質問② 30/31 (96.8%) 27/28 (96.4%) 32/33 (97%) 89/92 (96.7%) 
質問③ 27/31 (87.1%) 27/28 (96.4%) 32/33 (97%) 86/92 (93.5%) 
質問④ 30/31 (96.8%) 27/28 (96.4%) 33/33 (100%) 90/92 (97.8%) 
（表１：授業 B アンケート結果） 
 
２．「実験計画を立案する力」の育成について 
アンケート結果（表２）より，「仮説」をもとに実験することの重要性に関する内容の肯定的意見の割
合が高かった。しかし，授業の様子やワークシートから，「実験計画を立案する力」の育成は十分ではな
かったことがわかる。レポートの作成を行ったり，十分な時間をとって意見を交換したりしなかったか
らであると考えられる。 
 
１組 ２組 ３組 全体 
質問① 31/31 (100%) 27/28 (96.4%) 31/33 (93.9%) 89/92 (96.7%) 
質問② 31/31 (100%) 28/28 (100%) 32/33 (97%) 91/92 (98.9%) 
質問③ 27/31 (87.1%) 27/28 (96.4%) 32/33 (97%) 86/92 (93.5%) 
質問④ 29/31 (93.5%) 28/28 (100%) 32/33 (97%) 89/92 (96.7%) 
（表２：授業 A アンケート結果） 
 
３．実験内容への関心について 
「仮説」に関する記述において，「仮説」を立てる活動によって，実験内容の理解や目的意識の向上に
役立ったという意見が見られた。また，授業の感想からも，今回の授業を行うことで実験内容への関心
が高まった生徒が多かったことがわかった。 
 
Ⅵ．研究の成果・課題 
１．成果 
 本研究の授業における「事象」と「疑問」から仮説を設定することができたかについて，ワークシー
トの記述をもとに分析した。分析結果より，事象や疑問に対して自分の考えや仮説を文章で表現するこ
とができる生徒が増加したことがわかる。よって，「仮説を設定する力」を育成できたといえる。 
 また，実験内容への感心については，授業後に行ったアンケートの記述をもとに分析した。「仮説を立
てることで実験目的が明確になり，実験を行う意味が分かる」などの，「仮説」という言葉を用いた肯定
的な回答が多くみられた。よって，仮説を立てる活動を行うことで，実験内容への関心を高めることが
できるということがわかった。 
２．課題 
今後の課題は以下の３点である。 
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・「実験計画を立案する力」の育成が十分ではなかったこと 
・生徒の変容を分析する手段の不足 
・授業②に関する実験の不実施 
 
 １点目…自分たちで仮説をもとにした実験内容を考え，実践することの大切さを感じることができた
生徒は多かったが，実際に「実験計画を立案する力」を十分に育成することができなかった。実験計画
の立案と実験を１つの授業で行ったため，実験計画を立案する時間を十分に設けることができず，ほと
んど教師の誘導になったしまったことが原因として考えられる。「実験計画の立案」をめあてとしてレ
ポートを作成するなど，活動時間を十分に確保するなどの改善の必要がある。また，実験用のレポート
用紙の準備をしたり，計画を立案する際の生徒の会話を記録したりするなどの手立ても有効であると考
える。 
 ２点目…生徒の「実験計画を立案する力」の育成を把握するために参考となる記録が不十分であった。
実験用のレポート用紙の準備をしたり，計画を立案する際の生徒の会話を記録したりするなどの必要が
ある。 
 ３点目…授業②では，仮説と討論のみを行う授業だったため，実験は行わなかった。しかし，実際に
実験したいという生徒の意見が多くあった。仮説や討論を行い，それらを検証するために実験を行いた
いという生徒の主体性や意欲が見られたのは成果だが，実践できなかったことが大きな課題である。実
際に生徒が行うことができなくても，実験動画を見たり教師が演示実験を行ったりすることで生徒の活
動を充実させたい。 
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